
 

接遇講座 

≪患者さんの人生物語での病気、そこに我々医療人がいる≫ 

我々医療人、病気、治療に一生懸命。過去のデータに添った科学的根拠の医療。 

これが今のエビデンス（ＥＢＭ）医療である。技師の本分である。 

でも、患者さんにも人生がある、その過程での病気、そこに『医療』がある。 

患者さんサイドに立った医療、患者さんの人生物語に立った医療これがナラティブ（ＮＢＭ）であ

る。地域で、多くの住民と付き合いながら、医療人と地域の人たちがどうあるべきか『地域住民

講演』『医療人新人研修』で行っている事例について述べて頂きます。 

 

今までの自分自身を見つめ直すいい機会になると思います。 

職場の新人さん、他職種の方々でも参加可能ですので、振るってご参加ください。 

お待ちしております。 

 

 

  日時：平成 24年 9月 6日（木曜日） 19:00～20:40 

  場所：大阪府放射線技師会事務所 

  講師：岩槻 明氏 


